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The Transformation and the New Roles of Chinese Associations in Singapore and Malaysia： 
Issues in Networking, localization and Globalization
GODA Miho
Abstract: This study examines the changes taken place in Chinese Associations in Singapore and Malaysia 
since their independence, focusing on the latest developments and the new roles of Chinese Associations from 
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家館 （1819 年設立）」 である。シンガポールの血縁組
織では、1920 年代から 1930 年代に設立されたものが
半数以上を占めている 7。マレーシアで最初に設立さ
れたものは、黄を姓とする人たちによるマラッカの 
「馬六甲江夏黄氏宗祠 （1825 年）」 である。次に早い
のが、邱を姓とする人たちによるペナンの 「檳城龍山












立された地縁組織は、「寧陽会館 （1822 年）」 である。
4 海外華人の歴史については、以下を参照：合田美穂 「華人の歴史」、山下清海編著『華人社会がわかる本』、明石書店、2005 年。
なお、本稿のシンガポールに関する部分全般は、以下からの参照によるものが大きい：合田美穂 「シンガポールにおける華人
会館の変容と新たな役割」、『静岡産業大学研究紀要　環境と経営』第 20 巻 （第 2 号）、2014 年 12 月。
5 呉華『新加坡華族會館志 第一冊』、南洋学会出版、1975 年、1 頁、22 頁。
6 王賡武 「東南亞新興国家中的華人群族性」、新加坡亞洲研究学会、2006 年、18 頁。
7 当時設立された組織で、現在まで活動が継続されている組織はいくつもある。例えば、「南安会館 （1924 年設立）」 は、福建省
南安出身者によって設立された地縁組織であり、設立の目的は、同郷との交流を深め、福祉の向上にともに努めることと、鳳




8 李雄之 「根系河洛的馬來西亞血緣性組織」、『海峽之聲』、2012 年 09 月 07 日。 
9 呉華『新加坡華族會館志 第一冊』、南洋學會出版、1975 年、28 頁。
10 陳韋賰 「従福州人移民海外談起」、『三山季刊』、第 49 期、出版年不詳、2 頁。
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マレーシアには 100 年を超える歴史を持つ華人会館
が 83 あり、最も古いものには、マラッカの 「増龍会
館 （1792 年）」、同じく 「恵州会館 （18 世紀）」、ペナ
ンの 「檳城廣汀会館 （1795 年）」、同じく 「増龍会館 
（1801 年）」 や 「嘉應會館 （1801 年、設立当時の名称
は 「仁和公司」）」 等がある 11。 





膠公会 （1919 年設立）」12 は、ゴムの製造及び加工品
を取り扱う業者の組織であるが、その大半の加入者が
福建省南部 （同安など） を出身地とする華人であった。
「新加坡当商公会 （1920 年設立）」 は、質屋を営む店
によって組織され、大半の加入者が客家系華人であっ
た 13。「新加坡車商公会 （1932 年設立）」 は、設立当初
は自転車業を営む業者によって組織され、人力車、自
動車業務へと発展した組織であるが、大半の加入者が































11 文平強 「馬來西亞華人社團─角色、功能與特性」、『馬來西亞華團總名册』、星洲日報、馬來西亞中華大會堂總會 （華總） 聯合出
版、出版年不詳、第 19 頁。早期の華人会館の多くは、廟の建立後に、廟に併設される形で （または廟の内部に）、会館が設立
されることが多かった。また、廟が会館を兼ねているケースも見られた。その視点でいえば、マレーシアのマラッカにある 「青
雲亭 （1673 年）」 がマレーシアで最も早く出現したものであると言える。
12 新加坡樹膠公会については、以下を参照： 「福建省情資料庫」  http://www.fjsq.gov.cn/ShowText.asp?ToBook=3161&index=1880&
13 新加坡当商公会については、以下を参照： 「新加坡当商公会ホームページ」 http://www.singpawn.org/index.cfm
14 新加坡車商公会については、以下を参照： 「新加坡車商公会ホームページ」 http://www.autoparts.com.sg/
15 現在の業縁組織は、方言の衰退などによって地縁的な色彩は薄れてはいるものの、一部の職種 （質屋など） はなおも 9 割以上が、
同じ方言グループによって独占されている。




してから、職を探す 「連鎖移民」、渡航費を工面して個人で渡航して職を探す 「流寓」 などである。渡航後、現地の会館を利用




加坡客家会館 （上篇）：応和会館、恵州会館、広西 高州会館」、黄賢強編『新加坡客家』、広州師範大学出版社、2008 年、33、




第 19 号）2001 年 3 月。






































































20 南洋客属総会 「南洋客属総会章程」、『南洋客属総会第三十五至三十六周年特刊』、南洋客属総会、1967 年、201 頁。
21 新加坡瓊州会館 「新加坡瓊州会館天后宮大廈落成紀念特刊」、新加坡瓊州会館、1965 年、87 頁。
22 新加坡潮州八邑会館 「潮州八邑会館章程」、『新加坡潮州八邑会館四十周年紀念特刊』、新加坡潮州八邑会館、1969 年、199 頁。
23 合田美穂 「新加坡與香港的福建社團及其教育事業的比較」、『亞洲文化』2007 年第 31 期、161 頁。
24 例えば、客家系の 「応和会館」 および 「茶陽会館」 がそれぞれ設立した 「応新学校 （1905 年設立）」 および 「啓発学校 （1906 年
設立）」 は、教育媒介言語が客家語であり、「海南会館」 が設立した 「育英学校 （1910 年設立）」 は、教育媒介言語が海南語であ
り、「福建会館」 が設立した 「道南学校 （1906 年設立）」 や 「崇福学校 （1907 年設立）」 は、教育媒介語が福建語であった。詳細
は以下を参照：鄭良樹『馬來西亞華文教育史』、第 1 分冊、1998 年、162 頁。
25 湯鋒旺 「二戦前新加坡華人“会館辦学”研究」、『東南亞研究』、2012 年第 4 期、4 頁。
26 合田美穂 「新加坡與香港的福建社團及其教育事業的比較」、『亞洲文化』2007 年第 31 期、12 頁。
27 曾玲 「社会変遷與当代新加坡華人宗郷社団的轉型與発展」、李元瑾編『新馬印華人族群関係與国家建構』、新加坡亞洲研究学会、
2006 年、84 頁。
































































390 米ドルから、1989 年の 2130 米ドルへと増加し、
千人当たりのテレビの所有率は、それぞれ、1970 年
の 22 台から、1989 年の 100 台へ、同電話の所有率















学大学院論集　人間科学研究編』第 2 号、2004 年 3 月、および、合田美穂 「シンガポールと香港における福建組織の教育事業

















































































2006 年、86 ‐ 87 頁。
　「新加坡宗郷会館聯合総会」 についての詳細は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/





（岡州会館楽劇部 3 6 など）、合唱団の設立 （南洋客属
総会合唱団 3 7 など）、ドラゴンダンス部の編成 （鶴山




季の場合は、宗郷会館聯合総会主催の 「関公 （関羽） 





館聯合総会」 成立時には 70 であった団体会員数は、













が高い 4 3。 














聯合総会」 と時期を同じくする 1982 年 9 月に、華人
会館の全国規模組織である 「馬来西亞中華大会堂総会 
（通称 「華総」）」 の前身である 「馬来西亞中華大会堂









堂聯合会」 が設立されることになった。1983 年 2 月
に、政府に組織の登録申請を行い、1991 年 10 月 17
日にようやく承認され、同年 12 月 13 日に開催され
た第 1 回の全国代表大会会場において、正式に成立
が宣告されたのである。シンガポールの 「新加坡宗







37 南洋客属総会合唱団は、1987 年に設立された。2004 年以降、国内外でのコンクールにおいて、入賞を重ねている。例えば、






42 筆者は、こういった理事について、「象徴資本」 という見方から分析を行った。詳細は以下を参照：合田美穂 「シンガポール






1997 年には、その名称を 「馬来西亞中華大会堂総会」 
と改称し、マレーシアの 13 の州 44 にある中華大会堂
のさらなる上層機構として、華人社会、経済、文教な
ど各方面においての最高機関として作用することに
なった。2005 年 12 月現在における、マレーシアに登
録されている華人会館は八千近くに及び、その大部分
























究中心 （1996 年に 「華社研究中心」 に改名） を設立し、
不定期で研究書を出版したり、セミナーを開催したり





教総」 がある。「馬来西亞華校董事聯合会総会 （通称 
「董総」）」47 および 「馬來西亞華校教師会総会 （通称 
「教総」）」48 の連合体が 「董教総」 であり、マレーシア
の華文教育の推進と発展に寄与してきた。全国の国民
型華文小学校および私立の華文独立中学の役員会およ
び教師会は、それぞれが各州の 「董総」 および 「教総」 
に加入している。
「董教総」 は、1973 年に、私立の華文独立中学の運
営に関わる 「董教総独中工委会」 を、1994 年には、国
民型華文小学校の運営に関わる 「董教総華小工委会」 
をそれぞれ成立させている。注目に値するのが、同時
期の 1994 年、「董教総聯合独立大学有限公司」 が、「董
教総教育中心 （非営利） 有限公司」 という会社を設立










44  ジョホール州 （マレー語：Johor Darul Takzim）、ケダ州 （マレー語：Kedah Darul Aman）、クランタン州 （マレー語：Kelantan 
Darul Naim）、ムラカ （マラッカ） 州 （マレー語：Melaka Bandaraya Bersejarah、英語：Malacca）、ヌグリ・スンビラン州 （マ
レー語：Negeri Sembilan Darul Khusus）、パハン州 （マレー語：Pahang Darul Makmur）、ペナン州 （マレー語：Pulau Pinang Pulau 
Mutiara）、ペラ州 （マレー語：Perak Darul Ridzuan）、プルリス州 （マレー語：Perlis Indera Kayangan）、セランゴール州 （マ
レー語：Selangor Darul Ehsan）、トレンガヌ州 （マレー語：Terengganu Darul Iman）、サバ州 （マレー語：Sabah Negeri Di Bawah 
Bayu）、サラワク州 （マレー語：Sarawak Bumi Kenyalang）。その他、連邦直轄領 （マレー語：Wilayah Persekutuan, 英語：Federal 
Territory） には、首都であるクアラルンプール （マレー語：Kuala Lumpur）  、そして、ラブアン （マレー語：Labuan）、 行政上の
中心都市であるプトラジャヤ （マレー語：Putrajaya） がある。
45 13 州を代表する中華大会堂は以下のとおりである：プルリス州の 「玻璃市華人大会堂」、ケダ州の 「吉打州華人大会堂」、ペナ
ン州の 「檳州華人大会堂」、ペラ州の 「霹靂中華大会堂」、クアラルンプールおよびセランゴール州の 「吉隆坡 雪蘭莪中華大
会堂」、ヌグリ・スンビラン州の 「森美蘭中華大会堂」、ムラカ （マラッカ） 州の 「馬六甲中華大会堂」、ジョホール州の 「柔佛
州中華総会」、パハン州の 「彭亨華人社団聯合会」、トレンガヌ州の 「登嘉楼中華大会堂」、クランタン州の 「吉蘭丹中華大会堂」、
サラワク州の 「砂拉越華人社団聯合総会」、サバ州の 「沙巴中華大会堂」。
46「馬来西亞華人中華大会堂」 についての詳細は以下を参照：http://www.huazong.my/chinese_association
47「馬来西亞華校董事聯合会総会 （通称 「董総」）」 についての詳細は以下を参照：http://www.dongzong.my/index.php
48「馬來西亞華校教師会総会 （通称 「教総」）」 についての詳細は以下を参照 http://web.jiaozong.org.my/
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全国各地に 1200 校近い国民型華文小学校、60 校の独







得て学ぶことが可能となっている 5 0。「董教総」 は、
マレーシアの華文教育の発展に欠かせない組織なの
である。








































る B さん 52 も、1990 年代、所属する 3 つの会館の活
動に積極的に関わっていた。Bさんが所属する会館は、
建物が比較的大きく、資金も潤沢で、会館内部の設備


















49 中でもラーマン学院 （正式名称：Tunku Abdul Rahman College） の設立の背景は、他の高等教育機関と異なっている。ラーマン




50 潘翎主編、崔貴強編訳『海外華人百科全書』，三聯書店，1998 年，179 頁。
51 A さん （匿名希望） は、インタビューした 2007 年当時、50 代前半、男性である。































とも理解できる。　A さんのように 「伝統」 に矜持を














青」）」5 3 である。「華総青」 は、「馬来西亞中華大会堂
総会」 の傘下にある組織の 1 つであり、マレーシア
各州の 「中華大会堂」 の青年団のメンバーが、「華総
青」 の理事を兼任する形となっている。「華総青」 は、




が主催する多くの 「伝統」 並びに 「脱伝統」 の活動が
展開されている。中でも、近年注目を浴びているのが、
青年団の活動が活発なセラゴール州の 「雪隆李氏宗親








「脱伝統化」 を図っている 54。 
6．華人会館と政治 （政治家） との関係















53「馬来西亞中華大会堂総会青年団 （通称 「華総青」）」 の詳細については以下を参照：https://m.facebook.com/HuaZongQing/
about?expand_all=1
54「馬來西亞地縁性百年華團革新發展的經驗」 ：http://hk.crntt.com/crn-webapp/cbspub/secDetail.jsp?bookid=32601&secid=32624




8 月、シンガポール建国 46 周年の祝宴が 「新加坡宗郷
会館聯合総会」 において開催された際に、数名の閣僚
とともに出席したリー・シェンロン首相は、総会設立
25 年目に際して、「新加坡宗郷会館聯合総会」 の 「初代




社会の凝集力を強化していきたい」 と表明した 56。  
2012 年 1 月、リー・シェンロン首相は、「新加坡宗



















きが起こった。そして、1949 年 2 月に誕生したのが、
「馬来亞華人公会 （通称 「馬華公会」、1963 年に 「馬来






2 月 19 日、セランゴール州の雪蘭莪中華大會堂にて、
華人会館の代表者たちが集まり、議決で、「馬華公会」 









55 中国語の 「賛助人」 とは、一般的には経済的な支援者のことを指し、いわゆるパトロンと同義語である。しかし、リー・シェ
ンロン首相が、実際に経済的な支援を行っているかどうかは定かではない。
56「リー・シェンロン首相の談話」 についての詳細は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/node/393




































































加するようになっている。例えば、2011 年 8 月の 「愛
国歌唱大合唱」 の場合は、19 の華人会館から代表およ
びパフォーマンス要員が派遣された。その他、新移民




その他、2013 年 4 月、「福建会館」 が企画した 「天
福宮の見学会」 に、150 人の新移民が招待され、シン
ガポールに根付く中国の地方文化に触れた。また、同
年 7 月には、「岡州会館」 が企画した 「会館の文物展示
会および地方劇の鑑賞会」 に、新移民を含む 80 人が
招待された 66。 
62 1990 年代、筆者は、中国の大使や領事などが招待されている華人会館のイベントに、何度か出席したことがある。また、
1990 年代、シンガポールを公式訪問した中国の李鵬首相 （当時） は、旧知の華人会館の主席に招待されて、会館関連のイベン
トに参加していた。しかし、こういった首相や大使などの会館への参加は、公的なものではなく、会館が私的に招待したもの
であった。
63 筆者は 「九龍会」 の成り立ちについての調査を実施した。詳細は以下を参照：合田美穂 （共著）「シンガポールにおける日本人
会と九龍会の比較」、中牧弘孜編『日本の社縁文化』、東方書店、2003 年 7 月。
64 最近では、2014 年 6 月に開催された、「シンガポール社会に溶け込むための講座」 では、新移民がどのように現地社会に溶け
込む方法、シンガポール人の新移民に対する見方などが、弁護士でもあり心理療法士でもある専門家によって解説された。該
講座についての詳細は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/node/1397
　2013 年 10 月に開催された 「シンガポール人の集団潜在意識を読み取る講座」 では、心理療法士である専門家によって、シン
ガポールの多民族国家という背景や、シンガポール人の独特な思考についての紹介がなされた。該講座についての詳細は、以
下を参照：http://www.sfcca.sg/node/1258




66 司徒暁昕 「新加坡多名新移民華人会館走透透　認識華族文化」、『聯合早報』、2013 年 11 月 4 日。
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華人会館と新移民のつながりの強化が目立つように
なった要因の 1 つには、リー・クアンユー元首相が、

















週 2 ～ 3 時間の講義を受けさせるなどして、英語を掌
















































体との 「ネットワーク」 を築いているのである 69。 
67「リー・クアンユー元首相の談話」 についての詳細は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/node/401









69 合田美穂 「宗郷会館と華人企業家」 ： http://news.nna.jp.edgesuite.net/free/mujin/copi/copi10.html
117合田　美穂：シンガポールおよびマレ シーアにおける華人会館の変容と新たな役割：そのネットワ クーの構築、現地化およびグローバル化




































アンユー上級相 （当時） やウォン・カンセン内相 （当
時）、中国の李鵬・前首相、マレーシアの林良実 （リン・
リョンシク） 運輸相 （当時） などは、開会式に自ら出
席することで、より積極的に会の発展を支援する姿
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74 李焯然『回顧 25：宗郷総会二十五週年文輯』、新加坡宗郷総会聯合総会、2010 年、77 頁。
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